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１
０
６
６
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
１
世
（
征
服
王
）
が
開
い
た

「
ノ
ル
マ
ン
朝
」
を
起
源
と
す
る
英
王
室
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

を
君
主
に
仰
ぐ
現
王
朝
が
、
１
９
１
７
年
か
ら
続
い
て
い
る

「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
朝
」
だ
。
18
世
紀
に
ド
イ
ツ
か
ら
王
を
迎
え
て

「
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
の
母
后
を
は
じ
め
、
そ
の
夫
の
ア
ル
バ
ー
ト
公
な
ど
、

英
王
室
に
は
ド
イ
ツ
の
王
族
や
家
系
出
身
の
者
が
少
な
く
な

い
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
死
後
に
始
ま
っ
た
「
サ
ク
ス
・

コ
ー
ブ
ル
ク
＝
ゴ
ー
タ
朝
」
は
ア
ル
バ
ー
ト
公
の
出
身
王
家

の
家
名
を
と
っ
た
も
の
だ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
ド
イ

ツ
が
敵
国
に
ま
わ
る
と
、「
英
国
ら
し
さ
」
を
強
調
す
る
た

め
、「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
朝
」
と
改
名
さ
れ
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
」
が
英
国
ら
し
い
の
か
？

　

そ
れ
は
、
英
王
室
の
ス
タ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
建
て
ら

れ
、
現
在
も
脈
々
と
王
室
の
居
城
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

る
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
」
に
ち
な
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
ち
な
み

に
、「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
」
と
い
う
地
名
が
最
初
に
登
場
し
た
の
は

９
世
紀
の
『
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
と
さ
れ
、
古
英

語
で
「w

inch by riverside

」（
川
岸
に
あ
る
船
舶
の
陸
揚

げ
用
巻
き
上
げ
機
）
を
意
味
す
る
言
葉
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
は
夏
休
み
や
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
を
除
い
て
、

ほ
ぼ
毎
週
末
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
過
ご
す
離
宮
と
し
て
知

ら
れ
、
ガ
ー
タ
ー
勲
章
の
授
勲
式
の
ほ
か
、
王
室
の
婚
礼
の

儀
や
洗
礼
式
、
誕
生
祝
賀
会
な
ど
が
催
さ
れ
る
「
現
役
の

城
」。
と
く
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
以

降
、
女
王
夫
妻
は
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
を
離
れ
、
ウ
ィ
ン

ザ
ー
城
で
暮
ら
し
て
い
る
（
現
在
は
夏
季
休
暇
で
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
バ
ル
モ
ラ
ル
城
に
滞
在
中
）。

　

２
０
０
５
年
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
と
カ
ミ
ラ
夫
人
の

祈
祷
式
と
披
露
宴
、
さ
ら
に
２
０
１
８
年
に
は
ハ
リ
ー
王
子

と
メ
ガ
ン
妃
、
ユ
ー
ジ
ェ
ニ
ー
王
女
ら
が
同
所
の
チ
ャ
ペ
ル

で
結
婚
式
を
挙
げ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
だ
ろ
う
。

　

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
の
外
観
は
質
実
剛
健
で
、「
要
塞
」
と
し
て

建
て
ら
れ
た
当
初
の
風
格
を
そ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
る
。
ロ

ン
ド
ン
を
囲
む
砦
の
ひ
と
つ
と
し
て
建
て
ら
れ
、
現
在
、

我
々
が
目
に
す
る
「
ラ
ウ
ン
ド
・
タ
ワ
ー
」（
写
真
右
上
）

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
造
の
本
丸
を
１
１
７
０
年
に
石
造
に

再
建
し
た
も
の
。
女
王
の
滞
在
時
は
、
こ
の
ラ
ウ
ン
ド
・
タ

ワ
ー
に
王
室
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
（
不
在
時
は
英
国
旗
）。

　

要
塞
か
ら
居
城
へ
と
変
わ
っ
た
の
は
、
ノ
ル
マ
ン
朝
３
代

の
王
ヘ
ン
リ
ー
１
世
の
時
代
。
ロ
ン
ド
ン
の
西
側
に
位
置
し
、

物
流
に
重
要
な
テ
ム
ズ
河
に
近
く
、
王
室
所
有
の
狩
猟
の
森

（
現
ウ
ィ
ン
ザ
ー
・
グ
レ
ー
ト
・
パ
ー
ク
）
に
も
隣
接
し
、
さ

ら
に
敵
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
高
台
に
位
置
す
る
と
い
う
、

王
室
の
居
城
と
し
て
は
最
適
の
立
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
丸
に
居
住
空
間
を
増
築
し
て
い
く
形
で
、
次
第
に
城
の
性

格
を
濃
く
し
て
い
き
、
清
教
徒
革
命
時
代
に
再
び
要
塞
と
し

て
機
能
し
た
こ
と
を
最
後
に
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
は
完
全
に
王

族
の
住
居
と
な
っ
た
。

エリザベス女王が週末を過ごす公邸、ウィンザー城。
ウィリアム征服王によって建てられて以来、
英王室の所有として脈々と受け継がれている。
今回は、約950年にわたる王室の歴史が凝縮された、
世界最古にして最大の現役の城を征く。

ウィンザー城を征く
950年の歴史を誇る、現役の城

Royal Collection Trust / ©Her Majesty Queen Elizabeth II 2020
Photo by John Freeman
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ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
は
、
大
き
な
不
幸
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
２
年
11
月
20
日
、
城
で
大
火
災
が
発
生
し
、
ス

テ
ー
ト
ル
ー
ム
６
室
と
３
つ
の
塔
が
完
全
焼
失
、
１
０
０
室

以
上
が
重
度
の
被
害
を
負
っ
た
。
出
火
元
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
チ
ャ
ペ
ル
で
、
祭
壇
の
上
方
に
掛
け
ら
れ
た
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
か
ら
カ
ー
テ
ン
に
引
火
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
余
名
の
消
防
士
が
15
時
間
に
わ
た
っ
て
鎮
火
に
取

り
組
み
、
な
ん
と
か
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
の
、
世
紀
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。
修
復
費
用
の

３
７
０
０
万
ポ
ン
ド
は
政
府
負
担
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

出
火
の
原
因
は
い
わ
ば
城
の
不
注
意
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は

費
用
の
大
半
を
自
身
で
賄
う
こ
と
を
発
表
、
翌
年
よ
り
バ
ッ

キ
ン
ガ
ム
宮
殿
が
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ウ
ィ
ン

ザ
ー
城
の
入
場
料
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
収
益
金
が
修
復
に
あ

て
ら
れ
た
。

　

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
へ
来
た
ら
、
城
内
見
学
と
と
も
に
ぜ
ひ
お

勧
め
し
た
い
の
が
「
ロ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ク
」。
城
の
ジ
ョ
ー
ジ

４
世
門
か
ら
、「
ホ
ー
ム
・
パ
ー
ク
」
と
「
ウ
ィ
ン
ザ
ー
・
グ

レ
ー
ト
・
パ
ー
ク
」
の
２
つ
の
公
園
を
つ
っ
き
る
形
で
ま
っ

す
ぐ
南
に
伸
び
る
並
木
道
は
、
全
長
約
５
キ
ロ
。
17
世
紀
に

チ
ャ
ー
ル
ズ
２
世
が
５
年
の
年
月
を
か
け
て
つ
く
ら
せ
た
も

の
で
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
「
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
ス
コ
ッ
ト
」

に
臨
席
す
る
際
、
こ
こ
を
車
で
通
過
し
て
出
か
け
る
こ
と
で

も
有
名
だ
。
し
か
し
、
こ
の
ロ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ク
を
車
両
で

通
過
で
き
る
の
は
王
室
関
係
者
の
み
。
一
般
客
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
「
歩
行
」
し
か
許
さ
れ
て
い
な
い
。
南
の
果
て
の

小
高
い
丘
の
上
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
３
世
の
騎
馬
像
が
建
つ
。

ヘ
ン
リ
ー
８
世
は
、
ロ
ン
ド
ン
塔
で
行
わ
れ
た
２
番
目
の
妻

ア
ン
・
ブ
リ
ン
の
処
刑
完
了
の
知
ら
せ
を
、
こ
の
丘
で
待
っ

て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
（
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
説
も
あ
り
）。

　

英
王
室
の
歴
史
と
と
も
に
、
常
に
こ
の
地
に
腰
を
下
ろ
し

続
け
き
た
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
。
英
国
の
威
厳
と
気
品
を
保
ち
続

け
る
同
地
を
、
こ
の
夏
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

接見の大広間（Grand Reception Room）も大火災で完全焼失した１室（写真左）／ヘンリー８世門から入場する王室近衛歩兵（同右）。Royal Collection Trust / ©Her Majesty Queen Elizabeth II 2020

ウィンザー城から南へまっすぐ伸びる「ロング・ウォーク」。ジョージ３世騎馬像までは約５キロ、徒歩１時間ほど。
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※ 2020年８月４日現在

Windsor Castle
Windsor, Berkshire SL4 1NJ
 www.rct.uk/visit/windsor-castle

オープン時間	 木～月曜／ 10：00～ 17：15

 （11月以降は 16：15まで）
※クイーン・メアリー・ドールズハウスは閉鎖中

入場料        大人£23.50

 電  車
ロンドン・ウォータールー駅からWindsor & Eton 
Riverside駅で下車（所要時間約１時間）。または
パディントン駅からWindsor & Eton Central駅で
下車（所要時間約 35分）。

   車
ロンドンから
M４で西に向
かいジャンク
ション６で下車
するか、M３
のジャンク
ション３で下
車し、北上する。
所要時間は、いず
れも約 1時間半。 LONDON

WindsorWindsor


